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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健

勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
日
頃
は
本
会
振
興
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
気
象
観
測
史
を
大
き
く

塗
り
替
え
る
猛
烈
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

人
も
動
物
も
熱
射
病
に
悩
ま
さ
れ
、
海
水
の
温
度

上
昇
で
熱
帯
の
色
鮮
や
か
な
魚
が
北
上
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
、
ま
た
最
悪
な
こ
と
は
宮
崎
県
で
の
口

蹄
疫
発
生
で
し
た
。
奇
跡
的
に
隣
県
に
蔓
延
す
る

こ
と
な
く
終
息
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
同
窓
の

方
々
が
関
連
業
務
に
従
事
さ
れ
現
在
で
も
大
変
ご

苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
追
い
打
ち
に
な
り
か
ね
な

い
関
税
撤
廃
を
目
論
ん
だ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易

協
定
）
が
論
議
さ
れ
、
母
校
出
身
者
が
従
事
す
る

職
域
で
の
不
利
益
を
招
き
兼
ね
な
い
、
予
断
を
許

さ
な
い
厳
し
い
社
会
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
同
窓
会
か
ら
明
る
い
話
題
を

提
供
し
ま
す
。　

　

無
料
で
同
窓
会
名
簿
配
布

　

さ
て
、
こ
の
度
お
約
束
の
百
三
十
周
年
記
念
事

業
に
掲
げ
た
、
住
所
が
明
ら
か
な
方
に
無
料
で
会

員
名
簿
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去

に
発
送
し
て
い
た
冊
数
は
約
二
千
冊
で
す
か
ら
、

今
回
の
印
刷
部
数
一
万
二
千
冊
は
同
窓
会
始
ま
っ

て
以
来
の
発
行
部
数
で
す
。　

　

会
員
名
簿
を
紐
解
き
、
同
期
生
の
な
つ
か
し
い

名
前
に
目
を
遣
り
、
走
馬
燈
の
よ
う
に
去
来
す
る

懐
か
し
い
思
い
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
武
蔵
境
の
青
春
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
感
動
、
懐
旧
の
情
な
ど
お

届
け
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
業
が
で
き
、
同
窓
会

と
し
て
新
た
な
歴
史
を
積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

  
名
簿
は
、
同
窓
会
の
大
き
な
事
業
で
あ
る
こ
と

は
云
う
ま
で
も
な
く
会
員
の
宝
で
す
。
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
一
層
良
い
名
簿
が
完
成
し
た
と
思
い

ま
す
が
、
次
回
発
行
ま
で
に
会
員
の
ご
不
満
な
ど

の
解
消
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
名
簿
は
大

事
に
扱
っ
て
頂
く
と
共
に
、有
効
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

各
県
支
部
総
会
に
参
加
し
て

　

全
国
の
同
窓
会
員
の
方
々
に
、
母
校
の
近
況
と

同
窓
会
に
つ
い
て
日
頃
の
ご
支
援
・
協
力
に
対
す

る
お
礼
を
直
接
述
べ
た
く
支
部
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
方
通
行
に
な
ら
ぬ

よ
う
に
な
る
べ
く
多
く
の
方
か
ら
会
に
対
す
る
要

望
な
ど
、
会
の
運
営
上
参
考
に
な
る
ご
意
見
が
頂

け
る
こ
と
は
大
変
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
支
部
運

営
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
県
で
も
、
支
部
役
員
の

方
々
の
奉
仕
に
よ
っ
て
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
、
一
番
苦
労
さ
れ
る
の
が
支
部

会
の
参
加
者
集
め
で
す
。
特
に
獣
医
学
科
以
外
の

学
科
出
身
者
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
に
心
労
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
項
に
記
し
ま
す
が
、
全
学
科
参
加

に
よ
る
同
窓
会
の
運
営
が
理
想
で
す
か
ら
、
基
本

的
な
考
え
の
ぶ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
会
則
改
正
を

進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
県
支
部
総
会
に
参
加
し
て
も
卒
業
以
来
何

十
年
ぶ
り
、
学
生
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
同
窓
生
、
貫

禄
が
つ
い
た
賢
兄
、
品
善
く
還
暦
を
迎
え
た
面
々

に
会
え
る
こ
と
、
本
当
に
懐
か
し
く
楽
し
く
出
席

さ
せ
て
戴
い
て
い
ま
す
。
参
加
さ
せ
て
戴
い
た
県

支
部
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
を
か
け
ま
し
た

こ
と
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
則
改
正
の
考
え
方

　

会
則
改
正
に
あ
た
り
、
現
行
の
会
則
は
、
昭
和

四
十
九
年
に
作
ら
れ
、
時
代
背
景
か
ら
し
て
獣
医

学
科
だ
け
の
卒
業
生
に
よ
る
同
窓
会
で
、
二
学
部

四
学
科
横
並
び
を
考
慮
し
た
会
則
の
見
直
し
を
構

想
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
会
則
を
全
面
改
正
を
諮
る
の
で
は
な

く
、
先
達
が
英
知
を
注
い
だ
意
図
を
充
分
に
く
み

取
り
、
根
幹
は
残
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
支
部
会
は
従
来
通
り
全
学
科
の
会
員
が
参
加

で
き
る
会
と
し
、
新
た
に
各
学
科
の
部
会
を
設
置

し
、
学
科
の
同
窓
生
が
一
同
に
会
し
、
懇
親
を
深

め
る
機
会
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
旧
畜

産
経
営
学
科
の
「
畜
友
会
」
を
正
規
に
部
会
と

し
、
懇
親
会
活
動
を
支
援
す
る
。
旧
食
品
工
学
科

当
時
に
食
品
の
同
窓
会
を
開
催
し
た
経
緯
も
あ
り

ま
す
。
同
学
科
同
窓
生
が
集
ま
っ
て
旧
交
を
温
め

る
こ
と
は
、
同
窓
生
の
意
識
高
揚
と
意
気
軒
昂
に

大
き
な
役
目
を
果
た
す
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

役
員
構
成
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
基
本
的
に
は
現
行
の
制
度
を
活
用
し
、
会
長

の
所
属
学
科
以
外
の
各
学
科
か
ら
副
会
長
（
現
在

食
品
・
動
物
学
科
か
ら
選
出
）
を
選
出
す
る
。

　

代
議
員
制
に
よ
る
決
議
機
関
は
残
す
が
、
代
議

員
数
は
今
後
代
議
員
会
で
充
分
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。実
務
の
理
事
役
員
は
現
行
を
参
考
と
す
る
。

　
　

母
校
創
立
百
三
十
周
年
の
年
を
迎
え
て

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長　
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平
成　

年
度
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

２２

同
窓
会
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た

　

代
議
員
会
が
平
成　

年
７
月　

日
（
土
）
午
後

２２

２４

１
時
よ
り
母
校
Ｂ
棟
４
１
２
講
義
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

吉
田
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
で
代
議
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
の
出
席
者
は
来
賓
２
名
、
常
務

理
事　

名
、
理
事　

名
、
監
事
３
名
、
顧
問
１

１１

１２

名
、
代
議
員　

名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

名
で
あ
っ

５４

１０

た
。

　

中
條
会
長
お
よ
び
来
賓
（
学
校
法
人
日
本
医
科

大
学
赫
理
事
長
な
ら
び
に
池
本
学
長
）
の
挨
拶
に

続
き
、
議
長
選
出
で
は
埼
玉
県
・
塚
田
明
、
熊
本

県
・
福
岡
周
孝
が
推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
書

記
に
本
学
獣
医
保
健
看
護
学
科
学
生
埜
口
麻
穂
、

議
事
録
署
名
人
に
大
学
支
部
の
代
議
員
小
山
秀
一

と
新
井
敏
郎
が
推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
報
告
（
相
見
総

２１

務
部
長
）

　

平
成　

年
度
は
、
名
簿
の
管
理
シ
ス
テ
ム
が
一

２１

歩
前
進
し
た
年
度
と
な
っ
た
。

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会
開
催：

平
成　

年
７

２１

２１

月　

日
（
日
）、
母
校
B
棟
第
２
１
２
講
義
室

１９
に
て
代
議
員
会
、
む
ら
さ
き
に
て
懇
親
会
を
行

っ
た
。

２　

役
員
会
及
び
委
員
会
等
の
開
催　

　

盧
理
事
・
監
事
会　
　
　
　
　
　
　

１
回

　

盪
監
事
会
（
監
査
）　
　
　
　
　
　

１
回

　

蘯
常
務
理
事
会　
　
　
　
　
　
　
　

７
回

　

盻
会
報
編
集
会
議　
　
　
　
　
　
　

５
回

　

眈
主
な
行
事
へ
の
参
加　
　
　
　
　

５
回

３　

支
部
強
化：

代
議
員
会
不
参
加
支
部
に
対
し

て
代
議
員
会
へ
の
参
加
要
請

　
　
　

全
国
支
部
総
会
へ
の
派
遣

　
　
　
　
　

支
部
（
後
頁
資
料
参
照
）

２０

４　

会
報　

号
発
行：

平
成　

年
２
月　

日
、
発

４０

２２

１０

送
数
９
、
７
９
４
名

５　

同
窓
会
員
個
人
情
報
の
電
子
化
に
よ
る
管
理

体
制
の
整
備

６　

第　

回
母
校
学
術
交
流
会
中
国
・
四
国
大
会

２５

へ
の
協
賛

７　

会
員
名
簿
基
礎
資
料
収
集
の
た
め
の
調
査：

約
９
、
９
０
０
名
に
送
付

８　

大
学
へ
の
支
援：

梅
野
信
吉
賞
記
念
盾
お
よ

び
副
賞
を
贈
呈

９　

母
校
で
開
催
さ
れ
た
第
１
４
９
回
日
本
獣
医

学
術
集
会
（
平
成　

年
３
月　

日
〜　

日
）
へ

２２

２６

２８

５
０
０
、
０
０
０
円
を
支
援

　
　

学
生
会
員
（
準
会
員
）
へ
の
関
連
事
業

１０
　

盧
入
学
祝
い：

同
窓
会
名
入
り
特
注
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ　

　

盪
卒
業
祝
い：

卒
業
生
の
個
人
名
入
り
ペ
ー

パ
ー
ウ
ェ
イ
ト

　

蘯
同
窓
会
褒
賞：

各
学
科
の
卒
業
生
１
名
、
計

４
名
に
授
与　

　

盻
大
学
祭
へ
の
支
援　

　

眈
就
職
支
援
活
動

第
二
号
議
案　

平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
計
算

２１

書
（
寺
田
経
理
部
長
）

　

収
入
の
部：

資
料
参
照

　

支
出
の
部：

資
料
参
照

　

百
三
十
周
年
記
念
事
業

　

会
員
各
位
に
は
、
大
学
か
ら
募
金
の
お
願
い
が

届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
募
金
目
標
額
は
五
億

円
で
、
同
窓
会
と
父
母
会
に
対
す
る
期
待
が
大
で

す
。
高
額
で
あ
り
ま
す
が
、
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー

建
設
前
に
母
校
の
移
管
問
題
に
よ
る
危
機
時
に
同

窓
生
が
見
せ
た
あ
の
勢
い
、
い
ざ
と
な
る
と
出
る

母
校
愛
の
同
窓
生
パ
ワ
ー
を
再
度
お
願
い
し
な
け

れ
ば
達
成
で
き
な
い
醵
金
額
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
臨
床
棟
、
教
育
棟
に
次
い
で

再
度
の
お
願
い
で
す
が
、
応
用
生
命
科
学
部
（
食

品
科
学
科
・
動
物
科
学
科
）
と
獣
医
保
健
看
護
学

科
の
教
育
・
研
究
棟
の
新
設
の
醵
金
で
あ
り
ま

す
。
何
卒
ご
理
解
賜
り
ご
支
援
・
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
計
画
が
遂
行

さ
れ
ま
す
と
四
学
科
の
教
育
・
研
究
施
設
が
整
い

学
科
間
不
平
等
の
改
善
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
募

金
は
、
過
去
の
募
金
と
大
き
く
異
な
り
学
生
厚
生

施
設
に
対
す
る
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
教
育
・
研
究
棟
に
学
生
の
厚
生
施
設

で
あ
る
武
道
場
の
併
設
が
織
り
込
ま
れ
、
ま
た
、

西
東
京
市
に
グ
ラ
ン
ド
・
馬
場
が
設
置
さ
れ
ま
す

と
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
体
育
関
連
施
設
が
完
備
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
武
道
場
で
汗
を
流
し
た

Ｏ
Ｂ
に
は
、
後
輩
の
新
し
い
武
道
場
で
の
勇
姿
を

思
い
、
野
外
で
活
動
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
に

は
、
広
い
グ
ラ
ン
ド
を
走
り
回
る
後
輩
を
思
い
、

馬
術
部
Ｏ
Ｂ
に
は
周
辺
に
緑
の
多
い
農
場
脇
で
嘶

く
馬
を
思
い
、
体
育
関
連
同
窓
生
へ
の
過
分
な
支

援
協
力
の
お
願
が
目
標
達
成
に
は
不
可
欠
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度 

同
窓
会
理
事
会
・
代
議
員
会
開
催
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平
成　

年
度
会
計
監
査
報
告
（
鑿
本
卓
夫
監
事
）

２１

　

去
る
５
月
９
日
本
学
に
お
い
て
、
武
富
和
夫
監

事
、
針
谷
光
二
監
事
、
鑿
本
卓
夫
監
事
の
３
名
で

監
査
を
行
い
、
平
成　

年
度
同
窓
会
業
務
並
び
に

21

会
計
の
収
支
決
算
に
つ
き
、
証
拠
書
類
等
正
し
く

執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。拍

手
で
承
認　

第
三
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
計
画
（
案
）

２２

（
相
見
総
務
部
長
）

　

平
成　

年
度
発
行
の
名
簿
は
、
個
人
情
報
保
護

22

法
が
制
定
さ
れ
厳
守
す
る
た
め
時
間
が
費
や
さ
れ

発
行
が
遅
れ
た
。
こ
の
会
員
情
報
は
本
部
と
し
て

安
全
に
管
理
す
る
よ
う
邁
進
す
る
。

　

次
年
度
の
１
３
０
周
年
記
念
事
業
は
、
同
窓
会

も
支
援
協
力
を
す
る
こ
と
が
代
議
員
会
で
も
了
承

さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
同
窓
生
の
参
加
で
記
念
す

べ
き
祝
賀
式
典
と
な
る
よ
う
に
、
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
。

実
施
事
業
予
定

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会
、
懇
親
会
開
催：

平

22

成　

年
7
月　

日
（
土
）
本
日
、
母
校
B
棟
4

22

24

階
４
１
１
講
義
室
に
て
代
議
員
会
、
む
ら
さ
き

に
て
懇
親
会
開
催
予
定

２　

母
校
1
3
0
周
年
記
念
事
業：

同
窓
会
名
簿

発
行
（
平
成　

年
度
発
行
予
定
）

22

３　

母
校
1
3
0
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
賛：

平

成　

年
5
月　

日
（
1
3
0
年
宣
言
）、
9
月

23

10

　

日
帝
国
ホ
テ
ル
に
て
式
典
・
祝
賀
会
を
行
う

18
４　

同
窓
会
館
建
設
準
備

５　

役
員
会
及
び
委
員
会
等
の
開
催

６　

支
部
強
化
活
動

　

盧
代
議
員
会
不
参
加
支
部
に
対
し
て
、
代
議
員

会
参
加
の
要
請
）

　

盪
支
部
総
会
へ
の
派
遣

７　

会
報　

号
発
行：

平
成　

年
１
月
発
行
予
定

４１

２３

８　

第　

回
母
校
学
術
交
流
会
（
母
校
に
て
開

２６

催
）
へ
の
協
賛

９　

大
学
へ
の
支
援

　

盧
母
校
学
術
交
流
会
へ
の
協
賛

　

盪
梅
野
信
吉
賞
へ
記
念
盾
及
び
副
賞
を
贈
呈

　
　

学
生
会
員
（
準
会
員
）
へ
の
関
連
事
業

１０
　

盧
入
学
祝
い

　

盪
卒
業
祝
い

　

蘯
同
窓
会
褒
賞：

四
学
科
各
１
名

　

盻
大
学
祭
へ
の
援
助

　

眈
奨
学
生
候
補
者
の
選
考

　

眇
就
職
支
援
活
動

　
　

そ
の
他：

１１

　

盧
同
窓
生
各
種
集
会
へ
の
個
人
名
簿
お
よ
び
タ

ッ
ク
ス
の
提
供
は
申
請
書
に
記
載
し
、
郵
送

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
願
い
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
。

　

盪
支
部
総
会
へ
の
本
部
役
員
等
の
派
遣
は
、
事

前
に
本
部
へ
希
望
等
を
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
、
事
後
承
諾
に
よ
る
旅
費
等
の
支
給
は

で
き
ま
せ
ん
。

第
四
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
予
算
（
案
）

２２

（
寺
田
経
理
部
長
）

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
予
算
書
（
案
）

２２

（
平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
）

２２

２３

３１

第
三
号
議
案
、
第
四
号
議
案　
　
　
　
　
　
　
　

拍
手
に
よ
り
承
認　

第
五
号
議
案
（
役
員
変
更
）

副
会
長
を
辞
任：

藤
田
満
（
食
品
科
学
）

副
会
長
に
就
任：

山
内
直
文
（
食
品
科
学
）

常
務
理
事
を
辞
任：

新
井
敏
郎
（
東
京
）、
高
木

和
夫
（
東
京
）

常
務
理
事
に
就
任：

湯
本
典
夫
（
東
京
）

理
事
を
辞
任：

高
木
和
夫
（
東
京
）、
牧
富
男

（
東
北
）、
大
山
道
夫
（
関
東
甲
州
）
鎌
田

知
能
（
関
東
甲
州
）、
川
村
正
道
（
東

京
）、
万
場
良
子
（
食
品
科
学
）

理
事
に
就
任：

藤
田
毅
彦
（
東
北
）、
天
野
三
幸

（
東
京
）、
吉
見
達
也
（
東
京
）
塚
田
明

（
関
東
甲
州
）、
伊
藤
豊
（
関
東
甲
州
）、

水
谷
渉
（
関
東
甲
州
）

他
の
常
務
理
事
、
理
事
は
再
任
さ
れ
た
。

拍
手
に
よ
り
承
認　

全国支部総会への派遣報告

開　催　日支部・連合会

平成２１年０６月２８日豸東京多摩支部総会

平成２１年０７月０５日豸福島県支部総会

平成２１年０７月２５日貍大阪府支部総会

平成２１年０８月０２日豸広島県支部総会

平成２１年０８月０８日貍新潟県支部総会

平成２１年０８月０９日豸千葉県支部総会

平成２１年０８月２９日貍兵庫県支部総会

平成２１年０９月０４日貊茨城県支部総会

平成２１年０９月０５日貍香川県支部総会

平成２１年１０月０４日豸群馬県支部総会

平成２１年１０月１７日貍九 州 連 合 会

平成２１年１０月１７日貍宮城県支部総会

平成２１年１０月１８日豸栃木県支部総会

平成２１年１０月２８日貉山梨県支部総会

平成２１年１１月０８日豸佐賀県支部総会

平成２１年１１月１４日貍熊本県支部総会

平成２１年１２月０５日貍静岡県支部総会

平成２１年１２月１２日貍長野県支部総会

平成２２年０３月０６日貍京都府支部総会

平成２２年０３月２７日貍三重県支部総会

以上２０支部
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第４号議案　平成２２年度収支予算（案）
平成２２年度一般会計収支予算書（案）

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

（単位：円）収入の部

摘      要増　減前年度予算額本年度予算額科      目

本年度 1,600 口 , 過年度 800 口△ 1,500,0008,700,0007,200,000１同窓会費

50,000 円 x 381 名650,00018,400,00019,050,000２入会金

8,036,10482,0008,118,104３諸収入

△　 　8,00012,0004,000　利息

060,00060,000　寄付金

8,044,10408,044,104
　名簿発行積立金
　取崩

010,00010,000　雑収入

7,186,10427,182,00034,368,104当期収入合計 (A)

 164,6406,644,0496,808,689前期繰越収支差額

7,350,74433,826,04941,176,793収入合計（B）

支出の部

摘       要増　減前年度予算額本年度予算額科　　目

10,700,00012,300,00023,000,000１事業費

会誌印刷、発送、学生会員配布等000　会誌発行費

7,000,0002,000,0009,000,000　名簿発行費

会報印刷、同窓会ニュ－ス、発
送等

1,000,0003,500,0004,500,000　会報発行費

 0200,000200,000　事業推進費

45支部分0700,000700,000　支部助成費

　大学祭 700,000 円、入学祝品
1,400,000 円、

　卒業祝品 1,500,000 円、表彰

100,000 円

03,700,0003,700,000　学生会員援助費

母校学術交流会、梅野賞など△　 300,0001,500,0001,200,000　学術振興費

学生会員就職対策0200,000200,000　就職対策費

法人母校等との折衝費0300,000300,000　渉外費

0200,000200,000　慶弔費

3,000,00003,000,000
　130 周年記念
　事業準備費

05,000,0005,000,000２会議費

代議員旅費等04,000,0004,000,000　代議員会議費

理事会（旅費を含む）01,000,0001,000,000　役員会議費

07,400,0007,400,000 3 事務費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等
04,000,0004,000,000　事務手当

支部派遣01,500,0001,500,000　旅費

封筒、コピ－代、振替用紙等0200,000200,000　印刷費

郵便料、電話代等0300,000300,000　通信費

郵便振替、銀行振込0100,000100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器など0300,000300,000　器具備品費

63,000 円 / 月0800,000800,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類など0100,000100,000　消耗品費

残高証明など0100,000100,000　雑費

△ 4,409,5878,801,2174,391,630４特別会計繰入金

△ 1,990,0002,000,00010,000　名簿発行引当金

△ 3,000,0005,000,0002,000,000
　同窓会館積立
　引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

0102,200102,200　退職給与引当金

創立１３０周年記念準備（H２３年５
月１０日予定）

500,0001,500,0002,000,000
　記念事業積立
　引当金

80,413189,017269,430　減価償却引当金

 1,060,331324,8321,385,163５予備費

7,350,74433,826,04941,176,793当期支出合計 (C)

△ 164,640△ 6,644,049△ 6,808,689当期収支差額 (A-C)

000
次期繰越収支差額
(B-C)

　　　第２号議案　平成２１年度収支決算
平成２１年度一般会計収支計算書

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

（単位；円）収入の部

摘　　要差　異決算額予算額科　　目

（1,205 ＋ 634 ＋ 151 ＋ 10）名
× 3,000 円

2,700,0006,000,0008,700,000１同窓会費収入

372 名× 50,000 円△ 200,00018,600,00018,400,000２入会金収入

△ 21,699103,69982,000３諸収入

普通預金の金利のみ8,3013,69912,000　受取利息

△ 40,000100,00060,000　寄付金

10,000010,000　雑収入

2,478,30124,703,69927,182,000当期収入合計（A）

06,644,0496,644,049前期繰越金

2,478,30131,347,74833,826,049収入合計（B）

支出の部

摘　　要差　異決算額予算額科　目

5,017,1597,282,84112,300,000１事業費

000　会誌発行費

40号発送3,158,540341,4603,500,000　会報発行費

200,0000200,000　事業推進費

37支部；1,770 口× 300 円169,000531,000700,000　支部助成費

大学祭援助、入学祝品、卒業祝
品、同窓会賞等

701,5502,998,4503,700,000　学生会員援助費

学術交流会、梅野信吉賞、学会
援助等

△ 489,3701,989,3701,500,000　学術振興費

200,0000200,000　就職対策費

法人・母校等との交流費等60,000240,000300,000　渉外費

200,0000200,000　慶弔費

個人情報調査票発送等817,4391,182,5612,000,000　名簿発行準備費

1,414,6663,585,3345,000,000２会議費

代議員旅費等989,9063,010,0944,000,000　代議員会議費

424,760575,2401,000,000　役員会議費

2,610,7464,789,2547,400,000３事務費

事務手当、バイト料等1,462,1242,537,8764,000,000　事務手当

23支部派遣625,540874,4601,500,000　旅費

コピー機のリ－ス代等128,07471,926200,000　印刷費

電話代、メ－ル便等△ 116,413416,413300,000　通信費

振替料、振込料56,62543,375100,000　振替手数料

300,0000300,000　器具備品費

63,000 円／月44,000756,000800,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品等15,34484,656100,000　消耗品費

残高証明等95,4524,548100,000　雑費

△ 80,4138,881,6308,801,217４特別会計繰入金

02,000,0002,000,000　名簿発行引当金

05,000,0005,000,000　会館建設引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

0102,200102,200　退職給与引当金

01,500,0001,500,000
　記念事業積立
　引当金

△ 80,413269,430189,017　減価償却引当金

000５固定資産取得費

324,8320324,832６予備費

9,286,99024,539,05933,826,049当期支出合計 (C)

△ 6,808,689164,640△ 6,644,049当期収支差額 (A-C)

△ 6,808,6896,808,6890
次期繰越収支差額
(B-C)

�
�
�
�
�
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閉
会：

吉
田
事
務
局
長
よ
り
閉
会
宣
言

終
了
後
、
高
木
常
務
理
事
に
対
し
同
窓
会
本
部
役

員
と
し
て
長
年
の
功
績
に
感
謝
し
表
彰
が
行
わ
れ

た
。

　
�

　
○
母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
同
窓
会
名
簿

　

昨
年　

月
に
住
所
の
判
明
し
て
い
る
全
会
員
へ

１１

発
送
し
ま
し
た
、
手
元
に
届
い
た
で
し
ょ
う
か
。

「
あ
て
所
に
尋
ね
あ
た
り
ま
せ
ん
」「
転
送
期
間
が

過
ぎ
て
い
ま
す
」「
町
名
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
」
な
ど
の
理
由
で
二
百
余
り
が
返
送
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
お
心
当
た
り
の
方
は
住
所
の
変
更
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
万
余
名
の
名
簿
電
子
化
に
伴
い
ミ
ス
が
各
所

事
務
局
だ
よ
り 

に
み
ら
れ
、
校
正
に
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
い
ま

し
た
が
、
見
落
と
し
や
名
簿
管
理
ソ
フ
ト
の
欠
点

等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
方
々
に
深
く
お
詫
び

致
し
ま
す
。
今
後
ソ
フ
ト
の
機
能
向
上
化
を
図

り
、
よ
り
完
全
な
名
簿
管
理
を
目
指
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
会
な
ど
で
名
簿
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
な

ら
本
部
へ
一
部
お
送
り
く
だ
さ
い
、
よ
り
正
確
な

名
簿
作
り
の
資
料
と
し
ま
す
。

　

名
簿
の
訂
正
シ
ー
ル
、
お
よ
び
氏
名
、
住
所
変

更
等
の
一
覧
を
本
会
報
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

次
回
の
名
簿
発
行
は
２
０
１
４
年
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

○
郵
送
ラ
ベ
ル
提
供
サ
ー
ビ
ス

　

名
簿
の
電
子
化
に
よ
り
、
郵
送
ラ
ベ
ル
の
提
供

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
支
部
会
、
ク
ラ
ス
会
な

ど
で
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
場
合
は
、
代
表
者
が

同
窓
会
本
部
・
会
長
宛
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
に
は
代
表
者
氏
名
、
卒
業
学
科
、
卒
業

期
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
お
よ

び
使
用
目
的
を
記
載
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
事
務

局
へ
お
送
り
下
さ
い
。
事
務
局
で
調
査
後
、
代
表

者
本
人
へ
確
認
の
電
話
連
絡
を
致
し
ま
す
。
本
人

確
認
が
終
了
し
た
後
に
会
長
へ
申
請
書
を
提
出
し

ま
す
。
会
長
の
承
認
が
得
ら
れ
た
場
合
は
�
申
請

さ
れ
た
氏
名
、
住
所
�
の
デ
ー
タ
を
お
渡
し
し
ま

す
。
申
請
し
た
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
ま
す
と
会

則
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な

お
、
申
請
書
の
請
求
は
本
部
へ
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
会
費
納
入
の
お
願
い

　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
振
り
込
み
取
扱
票
が
同
封
さ
れ

て
い
る
場
合
は
個
人
で
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
取
扱
票
が
同
封
さ
れ
て
い
な
い
会

員
は
所
属
支
部
の
指
示
に
従
っ
て
会
費
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

取
扱
票
に
は
お
忘
れ
な
く
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
、
通
信
欄
に
は
卒
業
学
科
、
卒
業
期
（
封

筒
の
区
分
）、
住
所
等
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
有

に
○
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

○
住
所
変
更

　

氏
名
、
住
所
等
の
変
更
は
速
や
か
に
本
部
へ
報

告
願
い
し
ま
す
。
会
報
等
の
発
送
に
使
用
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
最
新
の
住
所
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

個
人
情
報
保
護
法
で
原
則
と
し
て
個
人
申
告
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
支
部
、
同
期
会
等
か
ら
の

届
け
出
も
情
報
と
し
て
採
用
し
て
い
ま
す
。

○
母
校
１
３
０
周
年
記
念
講
式
典
と
祝
賀
会
の
お
知
ら
せ

　
　

号
会
報
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た

４０
が
、
本
年
は
母
校
１
３
０
周
年
記
念
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
大
学
主
催
の
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会

が
平
成　

年
９
月　

日
（
日
）
に
多
く
の
来
賓
を

２３

１８

お
招
き
し
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

同
窓
会
で
は
前
日
の
９
月　

日
（
土
）
に
代
議

１７

員
会
を
開
催
し
、
理
事
、
監
事
、
代
議
員
に
は
翌

日
の
記
念
式
典
・
祝
賀
会
へ
出
席
し
て
い
た
だ
く

よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
員
の
中
で
記
念
式
典
・
祝
賀
会
へ
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
に
て
同
窓
会
本
部

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
表
に
「
記
念
式
典
・
祝

賀
会
」
と
朱
記
し
、
裏
に
卒
業
学
科
、
卒
業
期
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
記
載
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

手
紙
等
で
の
申
し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
参
加
さ
れ
る
方
は
ネ
ク
タ
イ
着
用

と
な
り
ま
す
。
会
場
の
関
係
で
申
し
込
み
が
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
詳
細
が
決
定
次
第
ご
案
内
状
を
差

し
上
げ
ま
す
。

○
同
窓
会
本
部
へ
の
連
絡

住
所
変
更
、
氏
名
変
更
、
勤
務
先
変
更
お
よ
び
同

期
会
等
の
連
絡
は
氏
名
、
住
所
、
卒
業
期
を
明
記

の
上
、電
子
メ
ー
ルd

o
so
k
a
i@
n
v
lu
.a
c.jp

（ 
 
  
 
 
  
 
 
  
  
    

）、

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
０
４
２
２
‐
３
３
‐
２
９
１
６
）

あ
る
い
は
郵
便
等
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

他
大
学
で
博
士
号
、
修
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
方
。

　

国
会
議
員
、
市
町
村
長
、
県
議
会
議
員
等
に
選

出
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を
授
与
さ
れ
た
方
。

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
。

むらさきにおいて懇親会



（6）日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ４１ 号平成 ２３ 年１月

○
お
願
い

　

下
記
の
方
、
あ
る
い
は
消
息
等
を
ご
存
知
の
方

は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
０
０
４
年
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
た
Ｖ
‐

　

の
加
藤
実
、
塩
野
浩
紀
お
よ
び
Ｖ
‐　

の

３５

３６

瀧
澤
浩
子
、
原
田
恵
美
（
関
根
）（
以
上
敬

称
略
）
の
４
名
。

�学
位
取
得
者
（
敬
称
略
）

獣
医
学
専
攻　

博
士
課
程

　

甲
第　

号　

熱
海　

博
子
（
魚
病
学
）

１３４

　

甲
第　

号　

越
智　

広
樹
（
獣
医
外
科
学
）

１３６

　

甲
第　

号　

小
林　

正
典
（
獣
医
放
射
線
学
）

１３７

　

甲
第　

号　

田
熊　

大
祐
（
魚
病
学
）

１３８

　

甲
第　

号　

宮
川　

優
一
（
獣
医
内
科
学
）

１３９

　

甲
第　

号　

安
富　
　

舞
（
比
較
動
物
医
学
）

１４０

　

乙
第　

号　

闍
橋　

欣
也
（
獣
医
微
生
物
学
）

２８２

　

乙
第　

号　

森
岡　

一
樹
（
獣
医
微
生
物
学
）

２８８

　

乙
第　

号　

豊
永　

真
理
（
獣
医
臨
床
繁
殖
学
）

２８９

　

乙
第　

号　

中
川　

清
志
（
獣
医
内
科
学
）

２９０

　

乙
第　

号　

寺
沢　

文
男
（
獣
医
生
理
化
学
）

２９１

応
用
生
命
科
学
専
攻　

博
士
前
期
課
程

　

第　

号　
　

北
山
な
つ
み
（
食
品
衛
生
学
）

１５

　

第　

号　
　

田
端　

秀
美
（
動
物
生
理
制
御
学
）

１６

　

第　

号　
　

土
田
さ
や
か
（
実
験
動
物
学
）

１７

　

第　

号　
　

土
橋　
　

悠
（
実
験
動
物
学
）

１８

同
窓
会
関
係
情
報 

　

第　

号　
　

原
田　

渓
介
（
食
品
衛
生
学
）

１９

　

第　

号　
　

柚
木　
　

努
（
乳
肉
利
用
学
）

２０

　

第　

号　
　

和
田　

智
子
（
動
物
生
理
制
御
学
）

２１

　

第　

号　
　

和
知　
　

聡
（
動
物
栄
養
学
）

２２

�平
成　

年
度
の
母
校
入
学
試
験
の
倍
率
お
よ
び
地

２２

区
別
の
入
学
者
は
次
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
。

母
校
入
学
試
験
結
果 

�
　

■ 

母
校
教
員
人
事
（
敬
称
略
））

○
新
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２２

　

教　

授

　
　

高
橋　

敏
雄
（
獣
医
微
生
物
学
）

　

講　

師

　
　

松
原　

孝
子
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　

助　

教

　
　

氏
家　
　

誠
（
獣
医
感
染
症
学
）

　
　

小
林　

史
幸
（
食
品
工
学
）

母
校
近
状 

　

助　

手

　
　

鴫
原　

果
映
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
昇
任
（
平
成　

年
１
月
１
日
付
）

２２

　

教　

授

　
　

田
口　

文
広
（
獣
医
微
生
物
学
）

○
昇
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２２

　

教　

授

　
　

鈴
木　

浩
悦
（
獣
医
生
理
学
）

　
　

鷲
巣　

月
美
（
獣
医
臨
床
病
理
学
）

　
　

竹
村　

直
行
（
獣
医
高
度
医
療
学
）

　
　

斉
藤　

賢
一
（
食
品
健
康
環
境
学
）

　

准
教
授

　
　

倉
田　
　

修
（
魚
病
学
）

※ ( ) 内は指定校推薦

※第 2回一般入試は追加合格者を含む

倍率合格者数受験者数学科
平成２２年度平成２１年度平成２２年度平成２１年度平成２２年度
4.23212210693推薦

獣医学科

41258社会人
01030帰国
3551915後継者

9.67233729学士
12.22103981,3121,198第一回入試
5.594244415246センター入試
22.2416(8)17523378第二回入試
2.5628257964推薦

獣医保健
看護学科

00010社会人
10101帰国
00001学士

3.1699(3)115412363第一回入試
2.553958147148センター入試
928(11)87872第二回入試

1.6826(3)25(4)28(3)42(4)推薦

動物科学科

00000社会人
00000帰国
00001学士

3.16132138414436第一回入試
5.22020167104センター入試
2.0825(8)266154第二回入試
1.3729(15)27(12)29(15)37(12)推薦

食品科学科

00000社会人
00000帰国
00000学士

1.67113(4)135153225第一回入試
4.5520208791センター入試
8.132084265第二回入試

平成 22 年度入試　地区別入学者　一覧表
（学士入学者除く）

地区　計食品科学科動物科学科獣医保健看護学科獣医学科地区

41120北海道

103223東北

30183747866関東甲信越

10001北陸

234739東海

161339近畿

40040中国

20011四国

110155九州

62112その他

37894899996計

平成 22 年度入試　倍率　一覧表
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時
田　

昇
臣
（
動
物
栄
養
学
）

　
　

撫　
　

年
浩
（
動
物
栄
養
学
）

　

講　

師

　
　

水
谷　
　

尚
（
獣
医
内
科
学
）

　
　

余
戸　

拓
也
（
獣
医
外
科
学
）

　
　

藤
澤　

正
彦
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

○
昇
任
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２２

１０

　

教　

授

　
　

小
山　

秀
一
（
獣
医
内
科
学
）

　
　

藤
田　

道
郎
（
獣
医
放
射
線
学
）

○
配
置
換
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２２

　

教　

授

　
　

獣
医
感
染
症
学 

田
口　

文
広（
獣
医
微
生
物
学
）

○
配
置
換
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２２

１０

　

准
教
授

　
　

獣
医
感
染
症
学 

中
垣　

和
英（
野
生
動
物
学
）

○
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２２

３１

　

准
教
授

　
　

後
藤　

公
彦
（
食
品
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

　

助　

手

　
　

池
田　

耕
二
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
定
年
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２２

３１

　

教　

授

　
　

鈴
木　

勝
士
（
獣
医
生
理
学
）

　
　

澤
田　

拓
士
（
獣
医
微
生
物
学
）

　
　

畑
井
喜
司
雄
（
魚
病
学
）

　
　

稲
垣　

敏
夫
（
物
理
学
）

○
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２２

　

教　

授

　
　

鈴
木　

勝
士
（
獣
医
生
理
学
）

　
　

澤
田　

拓
士
（
獣
医
微
生
物
学
）

　
　

畑
井
喜
司
雄
（
魚
病
学
）

　
　

稲
垣　

敏
夫
（
物
理
学
）

■ 

学
生
表
彰
（
敬
称
略
）

　

学
長
賞
、
社
団
法
人
獣
医
師
会
褒
賞
、
日
本
畜

産
技
術
士
会
会
長
賞
、
同
窓
会
会
長
賞
は
各
最
終

学
年
の
学
生
を
対
象
と
し
て
選
出
さ
れ
、
武
蔵
野

賞
は
各
学
年
か
ら
３
名
が
選
出
さ
れ
る
、
欅
賞
は

年
間
を
通
し
て
活
躍
し
た
団
体
へ
贈
ら
れ
る
。
授

与
は
、
最
終
学
年
で
は
学
位
記
授
与
式
に
て
表
彰

さ
れ
、
在
学
生
で
は
入
学
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
。

対
象
は
平
成　

年　

月
〜
平
成　

年　

月
ま
で
で

２１

１２

２２

１１

あ
る
。

盧　

学
長
賞

　
　

獣
医
学
科　
　
　
　
　
　

前　

田　

ま
り
か

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科

市　

堀　

あ
さ
き

　
　

動
物
科
学
科　
　
　
　
　

諏　

訪　

聖　

哉

　
　

食
品
科
学
科　
　
　
　
　

細　

野　

真　

澄

盪　

社
団
法
人　

日
本
獣
医
師
会
褒
賞

　
　

獣
医
学
科　
　
　
　
　
　

眞　

壁　

七　

恵

蘯　

日
本
畜
産
技
術
士
会
会
長
賞

　
　

動
物
科
学
科　
　
　
　
　

闍　

村　

麻　

子

盻　

同
窓
会
会
長
賞

　
　

獣
医
学
科

曽　

宮　

陽　

子

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科　
　

檀　

上　

理　

沙

　
　

動
物
科
学
科

西　

田　

奈
美
子

　
　

食
品
科
学
科

　

古　

川　
　
　

萌

眈　

武
蔵
野
賞

　
　

獣
医
学
科
２
年　
　
　
　

萩　

原　

文　

乃

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

闍　

木　

毬　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

越　

智　
　
　

葵

　
　

獣
医
学
科
３
年　
　
　
　

戸　

上　

絵　

理

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

藤　

山　

理　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

池　

谷　

早　

代

　
　

獣
医
学
科
４
年　
　
　
　

赤　

津　

佳
菜
子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

鵜　

飼　

正　

保

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

中　

川　

朋　

子

　
　

獣
医
学
科
５
年　
　
　
　

八　

木　

智　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

佐　

藤　

由　

佳

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

中　

井　

悠　

華

　
　

獣
医
学
科
６
年　
　
　
　

飯　

森　

麻　

衣

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

屶　

網　
　
　

慶

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

井　

上　
　
　

元

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
２
年 

山　

崎　

美　

咲

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

大　

江　

友　

美

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

兼　

田　

裕　

希

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
３
年 

石　

田　

沙　

恵

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

大　

瀧　

す
み
れ

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

岡　

村　

恵
里
子

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
４
年 

内　

田　

翔　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

栗　

田　

百
合
子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

闔　

田　

ゆ
う
び

　
　

動
物
科
学
科
２
年　
　
　

石　

井　

春　

加

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

岡　

崎　

綾　

乃

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

宇
留
野　

や
よ
い

　
　

動
物
科
学
科
３
年　
　
　

長
谷
川　

悦　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

小　

渕　

智　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

西　

田　

匡　

宏

　
　

動
物
科
学
科
４
年　
　
　

長　

野　

春　

香

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

熊　

谷　

明
日
香

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

丸　

山　

徹　

歩

　
　

食
品
科
学
科
２
年　
　
　

土　

屋　

り　

え

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

安　

西　

め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

神　

田　

詩　

織

　
　

食
品
科
学
科
３
年　
　
　

井　

上　
　
　

航

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

佐
々
木　

友
理
恵

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

高　

橋　

洋　

平

　
　

食
品
科
学
科
４
年　
　
　

眞　

壁　

友
里
子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

花　

石　

智　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

中　

森　

梨　

紗

眇　

欅
賞

　
　

居
合
道
同
好
会
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�
　　

第　

回
（
平
成　

年
度
）
国
家
試
験
は
平

６０

２１

成　

年
３
月
２
、
３
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
結

２２
果
が
３
月　

日
に
発
表
さ
れ
た
。

１８

　

本
学
の
新
卒
者　

名
中　

名
が
合
格
し
、

８７

８６

合
格
率　

・
９
％
（
新
卒
者
全
国
平
均　

・

９８

９２

３
％
）
は
、
帯
広
畜
産
大
学
、
東
京
大
学

（
と
も
に
１
０
０
％
）
に
次
ぐ
、
第
３
位

（
全
国　

大
学
）、
受
験
者
の
平
均
点
は
第
１

１６

位
で
、
ま
た
個
人
総
合
成
績
の
第
１
位
も
本

学
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。

　

前
年
度
の
新
卒
合
格
率　

・
３
％
（
全
国

７５

　

位
）
と
い
う
成
績
か
ら
、
１
年
で
劇
的
に

１６改
善
す
る
結
果
で
あ
っ
た
。
前
年
度
の
不
成

績
の
反
省
か
ら
、
清
水
学
部
長
を
委
員
長
と

す
る
国
家
試
験
対
策
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
国
家
試
験
対
策
を
大
幅
に
見
直
し
た
結

果
が
奏
功
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
年

度
か
ら
の
改
善
点
と
し
て
、
総
合
獣
医
学
講

義
内
容
や
そ
の
試
験
問
題
の
見
直
し
、
卒
業

論
文
提
出
時
期
や
試
験
日
程
の
前
倒
し
、
土

曜
学
校
の
開
講
、
進
級
規
定
の
厳
格
化
な
ど

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
教
育
推
進
室
を
設
置

し
、
学
生
の
国
家
試
験
対
策
委
員
会
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
教
員
、
学
生
一
体
で
国
家
試

験
対
策
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
大
き
な
力
と

な
っ
た
。

　

平
成　

年
度

２１

　

獣
医
師
国
家
試
験
に
つ
い
て

　

今
年
度
（
第　

回
）
は
、
国
家
試
験
の
開

６１

催
が
２
月
下
旬
で
、
例
年
よ
り
２
週
間
程
度

早
ま
る
予
定
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
卒
業

論
文
の
提
出
時
期
、
総
合
獣
医
学
試
験
日
程

な
ど
を
、
さ
ら
に
早
め
る
こ
と
と
し
、
学
生

が
国
家
試
験
に
向
け
十
分
に
勉
強
の
時
間
が

取
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
今
年
度
以

降
も
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
合
格
率
が
維
持

で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

�
　　

学
術
交
流
会
は
、
本
学
の
同
窓
生
と
教
職

員
と
が
と
も
に
学
び
合
い
、
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
学
会
で
あ
る
。
昨
年
度

は
、
広
島
市
に
お
い
て
第　

回
学
術
交
流
会

２５

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
第　

回
学
術
交

２６

流
会
は
、
本
学
内
の
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
・

Ｃ
棟
５
階
と
４
階
の
講
義
室
等
を
利
用
し

て
、　

月　

日
土
曜
日
の
午
前　

時
か
ら
午

１１

１３

１０

後
５
時
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
池
本
学
長
お
よ
び
中
條
同

窓
会
長
の
御
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
二
会

場
に
分
か
れ
て
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
松

原
孝
子
講
師
に
よ
る
「
我
が
国
に
お
け
る
動

物
看
護
専
門
職
の
現
状
と
課
題
」
と
食
品
科

学
科
の
藤
澤
倫
彦
教
授
に
よ
る
「
腸
内
の
細

菌
〜
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
の
整
腸
作
用
」

　

第　

回
２６

　

学
術
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た

の
教
育
講
演
が
行
わ
れ
た
。　

時
か
ら
、
学

１２

術
交
流
会
の
評
議
員
会
が
開
か
れ
、
会
計
報

告
お
よ
び
来
年
度
の
開
催
案
な
ど
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。
午
後
１
時
か
ら
は
、
獣
医
保
健

看
護
学
科
の
石
岡
克
己
准
教
授
に
よ
る
「
小

動
物
の
内
視
鏡
検
査
の
基
本
編
」
と
日
本
大

学
の
亘
敏
広
教
授
に
よ
る
「
小
動
物
の
内
視

鏡
検
査
の
実
践
編
」、
ま
た
、
株
式
会
社
ダ

ナ
フ
ォ
ー
ム
の
向
後
泰
司
先
生
に
よ
る
「
遺

伝
子
解
析
技
術
の
獣
医
畜
産
領
域
へ
の
応

用
」
と
獣
医
学
科
の
山
本
一
郎
助
教
に
よ
る

「
消
化
管
に
お
け
る
グ
レ
リ
ン
受
容
体
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
遺
伝
子
解
析
」
の
四
つ
の
教
育
講

演
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
午
後
３
時　

分
３０

か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
形
式
に
よ
る
研
究
発
表
会

が
実
施
さ
れ
た
。
今
回
は
、
本
学
の
学
生
を

中
心
に
合
計　

題
の
発
表
が
あ
り
、
獣
医
学

１４

部
基
礎
部
門
、
獣
医
学
部
臨
床
部
門
お
よ
び

応
用
生
命
科
学
部
門
の
３
部
門
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
か
ら
優
秀
な
研
究
発
表
一

題
が
選
ば
れ
、
夕
方
の
懇
親
会
の
中
で
、
こ

れ
ら
３
名
の
発
表
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
状
と
同
窓
会
か
ら
の
賞
金
１
万
円
が
授

与
さ
れ
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
は
、
本
学
の
�
む
ら
さ

き
�
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
と
て
も
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
同
窓
生
と
教
職
員

と
の
親
睦
を
計
る
こ
と
が
で
き
た
。
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今
回
の
学
術
交
流
会
で
は
、
教
職
員　
８４

名
、
同
窓
生
が　

名
、
学
生　

名
お
よ
び
一

１３

３３

般
の
方
４
名
の
合
計
１
３
４
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。
来
年
度
以
降
、
同
窓
生
の
参
加
数
の

さ
ら
な
る
増
加
を
計
る
た
め
の
努
力
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

�
　　

第
３
回
目
に
あ
た
る
平
成　

年
度
梅
野
信

２２

吉
賞
の
受
賞
者
は
、
獣
医
臨
床
病
理
学
教
室

の
盆
子
原
誠
講
師
に
決
定
し
た
。

　

盆
子
原
講
師
は
平
成
５
年
３
月
に
本
学
獣

医
学
科
を
卒
業
（
大
学
・
獣
医　

期
）、
東

４１

京
大
学
で
学
位
（
博
士
）
取
得
し
、
ア
メ
リ

カ
・
テ
キ
サ
ス
大
学
医
学
部
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス

タ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
ポ
ス
ド
ク
研

究
員
を
務
め
た
後
、
本
学
獣
医
学
科
獣
医
臨

床
病
理
学
教
室
に
赴
任
さ
れ
た
。
授
賞
し
た

研
究
課
題
は
「
肥
満
細
胞
腫
に
お
け
る
腫
瘍

化
分
子
機
構
の
解
明
と
分
子
標
的
薬
に
よ
る

腫
瘍
の
排
除
」
で
、
本
研
究
は
肥
満
細
胞
に

お
い
て
腫
瘍
発
生
の
要
因
と
な
る
異
常
な
チ

ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
活
性
を
引
き
起
こ
す
責
任

遺
伝
子
を
同
定
し
、
腫
瘍
の
発
生
、
増
悪
機

構
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
こ
れ
ら
の
解
析
か
ら
、
新
た
な
治
療

薬
の
開
発
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
独
創
的
な

　

平
成　

年
度

２２

　

梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
決
定

研
究
で
あ
る
。
腫
瘍
発
生
の
分
子
機
構
の
解

析
と
い
う
基
礎
研
究
を
臨
床
応
用
に
つ
な
げ

る
と
い
う
重
要
な
側
面
も
併
せ
持
つ
意
義
あ

る
研
究
で
あ
る
。
猫
お
よ
び
犬
の
肥
満
細
胞

腫
に
お
い
て
膜
型
の
チ
ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ

K
IT

 
  

の
塩
基
配
列
を
解
析
し
た
結
果
、
猫

の
肥
満
細
胞
腫
で
は　

％
の
腫
瘍
に
お
い
て

６８

c
k
it

 
‐   

変
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
そ
の
遺
伝
子
の
部
位
の
特
定
に
も
成

功
し
、
こ
の
変
異
は
、
分
子
標
的
薬
イ
マ
チ

ニ
ブ
の
作
用
に
著
し
い
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
イ
マ
チ
ニ
ブ
の
猫
肥
満

細
胞
腫
の
治
療
薬
と
し
て
の
道
を
拓
く
結
果

に
つ
な
が
っ
た
。
実
際
に
、
猫
の
肥
満
細
胞

腫
に
対
し
て
イ
マ
チ
ニ
ブ
の
臨
床
試
験
を
行

E
x
on
8

9

っ
た
結
果
、  
  
 

お
よ
び 

に
変
異
を
有

す
る
肥
満
細
胞
腫
の
臨
床
例
で
イ
マ
チ
ニ
ブ

の
高
い
薬
効
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
し

in
v
itro

た
。
培
養
細
胞
な
ど
を
使
っ
た  
  
    

の

試
験
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
動
物
を
使
っ
た

実
験
で
、
有
用
な
分
子
標
的
薬
を
見
つ
け
た

と
い
う
点
で
、
学
術
的
な
評
価
と
と
も
に
、

臨
床
に
応
用
可
能
な
知
見
を
生
み
出
し
た
と

い
う
点
で
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。
獣
医
臨
床
の
レ
ベ
ル
を
確
実
に

高
め
た
と
い
う
点
で
も
高
く
評
価
さ
れ
る
研

究
で
あ
る
。

　

授
賞
式
は
平
成　

年
４
月
６
日
に
挙
行
さ

２２

れ
た
入
学
式
の
中
で
執
り
行
わ
れ
、
池
本
卯

典
学
長
か
ら
賞
状
と
副
賞
（
同
窓
会
の
後

援
）
が
授
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

�
　

平
成　

年
度
卒
業
生
の
就
職
状
況
を
学
科

２１

別
に
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
結
果
で
あ
っ

た
。

　

獣
医
学
科
で
は
、
小
動
物
臨
床
の
個
人
開

業
動
物
病
院
に
代
診
と
し
て　

・
３
％
が
勤

５１

め
、
相
変
わ
ら
ず
根
付
良
い
人
気
と
な
っ
て

い
る
。

　

獣
医
保
健
看
護
学
科
で
は
、
本
学
付
属
動

物
医
療
セ
ン
タ
ー
等
を
は
じ
め
と
す
る
小
動

物
臨
床
の
個
人
開
業
動
物
病
院
の
動
物
看
護

師
と
し
て　

・
７
％
が
就
職
し
て
い
る
。

５０

　

動
物
科
学
科
で
は
、
畜
産
業
・
農
業
関

連
、
動
物
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
等
多
岐
に
亘
り

就
職
し
て
い
る
。

　

食
品
科
学
科
は
、
例
年
同
様
食
品
製
造
関

係
へ
約　

・
５
％
の
卒
業
生
が
就
職
し
て
い

３７

る
。

　

最
終
的
な
就
職
希
望
者
の
就
職
率
は
獣
医

学
科
が　

・
９
％
、
獣
医
保
健
看
護
学
科

８２

　

・
３
％
、
動
物
科
学
科
１
０
０
％
、
食
品

９１科
学
科
が　

・
９
％
で
あ
っ
た
。 

９６

平
成　

年
度 
卒
業
生
就
職
状
況

２１

�
　

平
成　

年
３
月　

日
（
木
）
午
前　

時
か

２２

１１

１０

ら
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成　

年
２１

度
学
位
記
授
与
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育

館
）
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

獣
医
生
命
科
学
研
究
科
獣
医
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
者
及
び
論
文
審
査
合
格
者　

名
、

１４

ま
た
、
応
用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

修
了
者　

名
、
さ
ら
に
、
獣
医
学
科　

名
、

１０

８７

獣
医
保
健
看
護
学
科　

名
、
動
物
科
学
科　

８７

６８

名
、
食
品
科
学
科　

名
の
計
３
４
６
名
に
学

８０

位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

 

平
成　

年
度 
学
位
記
授
与
式

２１
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�
　

平
成　

年
４
月
６
日
（
火
）
午
前　

時
か

２２

１０

ら
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成　

年
２２

度
入
学
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

獣
医
生
命
科
学
研
究
科
の
大
学
院
生　

名
２４

（
獣
医
学
専
攻
博
士
課
程
６
名
、
獣
医
保
健

看
護
学
専
攻
修
士
課
程　

名
、
応
用
生
命
科

１０

学
専
攻
博
士
前
期
課
程
６
名
、
同
後
期
課
程

２
名
）、
獣
医
学
科　

名
（
学
士
３
名
含

９９

む
）、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

名
、
動
物
科

９９

学
科　

名
、
食
品
科
学
科　

名
の
新
入
生
計

８９

９４

４
０
５
名
が
入
学
さ
れ
た
。

平
成　

年
度 

入
学
式

２２

�
　

平
成　

年　

月
７
日
（
木
）
秋
晴
れ
の
も

２２

１０

と
武
蔵
野
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
体
育
会

ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
学
生
約
３
０
０
名
が

参
加
し
、
各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
成
果
を
発

揮
す
る
べ
く
各
種
目
に
汗
ま
み
れ
で
取
り
組

ん
で
い
た
。

 

平
成　

年
度 

体
育
祭
を
武
蔵
野
競

２２

技
場
に
て
開
催

�
　　

平
成　

年　

月　

日
（
木
）
正
午
よ
り
本

２２

１０

２８

学
「
仁
畜
の
碑
」
前
に
て
、
平
成　

年
度
動

２２

物
慰
霊
祭
が
、
無
宗
教
献
花
方
式
を
も
っ
て

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
開
式
の
言
葉

に
続
き
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
学
長
及
び
学
生

代
表
の
野
生
生
物
研
究
会
部
長
よ
り
、
追
悼

の
言
葉
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
学

長
、
大
学
院
獣
医
生
命
科
学
研
究
科
長
、
獣

医
学
部
長
、
応
用
生
命
科
学
部
長
、
動
物
医

療
セ
ン
タ
ー
院
長
、
牧
場
長
、
生
命
科
学
共

同
研
究
施
設
長
、
動
物
実
験
委
員
長
、
学
生

代
表
に
よ
る
指
名
献
花
の
後
、
教
職
員
、
学

生
等
約
３
０
０
名
の
参
列
者
が
、
動
物
達
の

冥
福
を
祈
っ
た
。 

平
成　

年
度 

動
物
慰
霊
祭
を
挙
行

２２

�
　　

第　

回
日
獣
祭
は
平
成　

年　

月　

日

６１

２２

１０

３０

（
土
）
〜　

（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
開

３１

催
さ
れ
た
。
台
風
の
影
響
も
あ
り
非
常
に
激

し
い
雨
と
風
の
影
響
で
、
模
擬
店
等
一
部
時

間
を
変
更
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
学
生
達
は

１
年
間
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
し
て
き
た
の

で
非
常
に
落
胆
し
た
様
子
だ
っ
た
。

平
成　

年
度 
日
獣
祭
を
開
催

２２

学
科
対
抗
綱
引
の
一
コ
マ

母
校
の
吹
奏
楽
団
「
愛
奏
会
」
の
熱
演
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創
立
百
三
十
周
年
を
祝
っ
て

　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
長

池　

本　

卯　

典

　　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
中
は
種
々
御
高
配
を
賜
り
、
無
事
に

１
年
が
終
り
ま
し
た
。
今
年
も
お
世
話

に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

何
卒
よ
ろ
し
く
御
指
導
下
さ
い
。

○
開
学
の
曙

　

明
治　

年
９
月　

日
、
文
京
区
音
羽

１４

１５

の
名
刹
護
国
寺
の
別
院
（
伝
通
院
説
も

あ
る
）
の
一
隅
を
借
り
て
開
設
し
た
私

立
獣
医
学
校
は
、
私
立
最
初
の
獣
医
学

教
育
機
関
と
し
て
９
名
の
青
年
獣
医
官

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
て
い
か
ら
本
年
で

満
１
３
０
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
案
内
と
は
思
い
ま
す
が
、
９
名
の

獣
医
官
は
明
治
維
新
直
後
の
日
本
陸
軍

が
軍
馬
の
重
要
性
、
糧
秣
の
確
保
に
は

獣
医
師
（
当
時
は
獣
医
）
の
支
援
が
不

可
欠
と
し
、
明
治　

年
１
月
に
創
設
し

１０

た
馬
医
学
舎
の
前
身
で
兵
学
寮
第
二
舎

が
募
集
し
た
馬
医
生
達
で
す
。
入
学
当

時
は
兵
学
寮
、
卒
業
時
に
は
馬
医
学
舎

（
修
学
年
限
３
年
）
出
身
の
三
等
馬
医

生
ま
た
は
二
等
馬
医
生
で
、
い
ず
れ
も

　

才
未
満
の
青
年
獣
医
官
で
あ
り
、
設

３０立
総
代
の
田
澤
直
孝
三
等
馬
医
生
は
弱

冠　

才
２
ヵ
月
、
東
京
府
の
士
族
で
漢

２１
学
を
修
め
て
か
ら
の
獣
医
志
望
で
し

た
。
学
校
長
に
は
、
後
に
東
京
鎮
台
獣

医
部
長
に
栄
進
さ
れ
た
荒
井
義
通
獣
医

監
を
迎
え
て
い
ま
す
。
荒
井
校
長
は
独

学
で
佛
語
を
修
得
し
、
日
本
陸
軍
が
佛

国
獣
医
学
を
導
入
す
る
に
当
っ
て
招
聘

し
た
、
ア
ン
ゴ
ー
二
等
獣
医
の
講
義
を

通
訳
さ
れ
た
卓
抜
し
た
語
学
力
と
獣
医

学
術
を
具
え
た
獣
医
官
で
し
た
。

　

以
来
、
２
度
の
休
校
を
経
な
が
ら
、

東
京
獣
医
学
校
・
特
別
認
可
東
京
獣
医

学
校
（
新
宿
区
市
谷
加
賀
町
・
新
宿
区

河
田
町
）、
日
本
獣
医
学
校
（
目
黒
区

中
目
黒
）、
日
本
高
等
獣
医
学
校
・
日

本
獣
医
畜
産
専
門
学
校
、
日
本
獣
医
畜

産
大
学
・
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
と

進
化
し
昭
和　

年
以
降
は
現
在
地
で
発

１３

展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
は

１
３
０
周
年
記
念
小
史
を
発
刊
し
ま
す

の
で
、
後
日
抄
読
し
て
頂
き
た
く
存
じ

ま
す
。

○
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
現
在

　

平
成　

年
に
獣
医
学
部
と
応
用
生
命

１５

科
学
部
の
２
学
部
制
、
平
成　

年
に
獣

１７

医
保
健
看
護
学
科
を
設
置
し
て
２
学
部

４
学
科
、
大
学
院
は
各
学
科
に
各
々
博

士
課
程
、
博
士
課
程
前
期
、
後
期
を
置

き
、
高
度
獣
医
学
及
び
生
命
科
学
の
研

究
者
、
専
門
職
及
び
教
育
者
予
備
軍
の

育
雛
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
数
は
全
学
科
い
ず
れ
も
定
員　
８０

名
で
、
総
定
員
１
、
４
４
０
名
、
し
か

し
、
１
・
２
％
の
範
囲
で
入
学
を
許
可

し
、
学
生
総
定
員
は
１
、
６
２
９
名
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
女
子
学
生
９
９

５
名
、
男
子
学
生
６
３
４
名
と
、
女
子

学
生
が
多
数
を
占
め
、
ま
さ
に
女
子
大

学
の
観
な
き
に
し
も
非
ず
と
い
え
ま
し

ょ
う
。

　

大
学
財
政
の
概
略
は
以
下
の
よ
う
で

す
。
収
支
差
額
は
獣
医
学
部
が
約
６
億

円
、
応
用
生
命
科
学
部
が
約
１
億
５
千

万
円
で
あ
り
、
ほ
ぼ
毎
年
こ
の
程
度
の

収
支
差
額
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

（単位：円）平成２１年度（概略）
ソース差　額消費支出帰属収入

Ｈ２１年度財務計算書類（決算書）1,840,663,24777,007,783,25178,848,446,498法人全体

Ｈ２１年度（大学）消費収支計算書747,313,2453,624,205,4334,371,518,678日本獣医生命科学大学

Ｈ２２年度（大学）消費収支計算書593,292,9952,469,048,0273,062,341,022　獣医学部

Ｈ２３年度（大学）消費収支計算書154,020,2501,155,157,4061,309,177,656　応用生命科学部

日本獣医生命科学大学

学校法人ＨＰ（学部別在籍学生数）（大学院６２名含む）1,666　学生数

Ｈ２１年度事業報告書176　教職員数

Ｈ２２年度（大学）消費収支計算書（学生生徒等納付金収入÷帰属収入）66.1％　学生生徒等納付金比率
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に
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
経
常
費
補

助
金
が
５
億
円
近
く
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
さ
ら
に
倹
約
し
、
収
支
差
額
の

増
額
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
学
面
で
は
、
昨
年
の
獣
医
師
国
家

試
験
合
格
率
は
約　

％
で
全
国　

獣
医

９９

１６

系
大
学
中
第
２
位
、
就
職
状
況
は
平
成

　

年
度
は
獣
医
学
科
は　

・
６
％
、
獣

２１

８１

医
保
健
看
護
学
科
は　

・
３
％
、
動
物

９１

科
学
科
１
０
０
％
、
食
品
科
学
科　

・
９１

５
％
（
求
人
社
数
６
４
１
社
：
卒
業
生

は
約
３
５
０
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
の
平
成　

年
度
科
学
研

２２

究
費
補
助
金
は
、
申
請
数　

件
、
採
択

８２

数　

件
、
申
請
数
及
び
採
択
数
共
に
開

２５
学
以
来
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
因
み
に

平
成　

年
度
は
申
請
数　

件
、
採
択
数

１５

６６

　

件
で
し
た
。
近
年
の
主
な
外
部
資
金

１５の
導
入
額
は
、
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ

整
備
事
業
に
２
億
４
、
０
０
０
万
円

（
Ｈ
１
６
〜
Ｈ
２
１
）、
学
術
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
推
進
事
業
に
２
億
５
、
８
０
０
万

円
（
Ｈ　

〜
Ｈ　

）、
私
立
大
学
研
究

１７

２２

基
盤
形
成
支
援
事
業
に
４
億
１
、
０
０

０
万
円
（
Ｈ　

〜
Ｈ　

：
実
質
補
助
額

２０

２５

５
０
％
）、
社
会
人
の
学
び
直
し
教
育

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
４
０
、
７
２
５
千
円

（
Ｈ　

〜
Ｈ　

）
で
あ
り
、
獲
得
実
績

１９

２２

は
着
々
と
上
昇
し
て
い
る
と
い
え
ま
し

ょ
う
。

　

国
際
交
流
は
法
人
の
国
際
交
流
委
員

会
の
支
援
等
を
含
め
、
年
毎
に
活
発
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
外
国
と
の
交
流

協
定
大
学
は
、
タ
イ
４
大
学
、
中
国
２

大
学
、
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
台
湾
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
各
１
大
学
の
合
計　

大
学
と
な
り
ま

１１

し
た
。
平
成　

年
度
在
籍
大
学
院
生　

２２

１１

名
、
平
成　

年
以
降
の
博
士
授
与
者　

１３

１２

名
、
平
成　

年
度
の
法
人
日
本
医
科
大

２１

学
国
際
交
流
委
員
会
の
受
入
れ
に
よ
る

本
学
留
学
生
は
、
研
究
者　

名
、
学
生

１０

　

名
で
あ
り
ま
す
。

２１
　

国
策
と
し
て　

万
人
留
学
生
確
保
と

３０

宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
立
大
学
の

留
学
生
に
対
す
る
助
成
額
は
希
薄
で
あ

り
留
学
希
望
者
に
即
応
す
る
こ
と
は
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

本
学
の
教
員
数
は
１
２
１
名
、
職
員

数
は　

名
（
保
守
管
理
は
大
和
サ
ー
ビ

６７

ス
Ｋ
Ｋ
に
外
注
）
で
あ
り
ま
す
。
総

務
・
人
事
・
管
財
・
財
務
・
企
画
・
監

査
・
開
発
推
進
の
各
部
門
は
法
人
に
一

元
化
さ
れ
、
本
学
は
法
人
の
各
部
局
に

依
存
し
て
い
ま
す
。

○
１
３
０
周
年
記
念
事
業

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
定
め
た

創
立
記
念
日
は
５
月　

日
（
火
）、
そ

１０

の
当
日
に
１
３
０
周
年
宣
言
を
行
う
予

定
で
す
。
全
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

人
は
挙
げ
て
、
学
是
、
到
達
目
標
を
尊

重
す
る
と
同
時
に
、
教
育
理
念
を
全
う

す
る
こ
と
を
未
来
永
劫
宣
誓
致
し
ま

す
。

　

記
念
祝
賀
会
は
９
月　

日
（
日
）
に

１８

帝
国
ホ
テ
ル
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

当
日
、
皇
族
方
の
御
出
席
を
戴
き
、
記

念
講
演
は
評
論
家
田
原
総
一
朗
氏
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
と
し
て
は
、
食
品
科
学

科
・
動
物
科
学
科
・
獣
医
保
健
看
護
学

科
、
並
び
に
数
年
後
に
予
定
さ
れ
て
い

る
日
本
医
科
大
学
医
学
部
１
年
生
の
教

育
施
設
を
含
め
た
新
教
育
棟
新
設
計
画

が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
小
規
模
と
は
い

え
運
動
場
と
馬
場
を
整
備
し
た
体
育
施

設
も
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
西
東
京
市

田
無
の
東
京
大
学
農
学
部
付
属
農
場
の

サ
テ
ラ
イ
ト
を
譲
り
受
け
る
基
本
合
意

は
成
立
し
、
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。

　

建
設
資
金
は
約　

億
円
、
主
と
し
て

４８

第
２
校
舎
の
売
却
益
で
充
当
し
、
不
足

分
は
年
間
１
億
円
の
寄
付
金
（
５
年
間

継
続
）、
及
び
自
助
努
力
に
よ
る
収
支

差
額
の
増
額
等
に
よ
っ
て
賄
い
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
同
窓
生
諸
兄
の
ご
協
力
に
も

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
辞
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
諸

兄
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新

年
の
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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母
校
の
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

同
窓
生
は
本
学
図
書
館
を
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

来
館
の
際
は
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

利
用
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
学
所
蔵
資
料
の
検

索
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）、
閲
覧
、
複
写
（
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

は
コ
ピ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
館
員
が
代
行
し
プ
リ

ン
ト
す
る
こ
と
が
可
能
）。

　

現
金
の
場
合
は
１
枚
に
つ
き　

円
を
業
者
へ
支
払

５２

い
ま
す
。

　

利
用
時
間
は
月
〜
金
曜
が
９
時
〜　

時
（　

時
ま

２１

１７

で
に
来
館
く
だ
さ
い
）、
土
曜
は
９
時
〜　

時　

分
で

１５

３０

す
。
な
お
、
定
期
試
験
時
に
は
学
生
で
混
雑
し
ま
す

の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
図
書
館
Ｈ
Ｐ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

休
館
は
日
曜
・
祝
日
、
春
季
・
夏
季
・
冬
季
の
一
定

期
間
、
大
学
祭
当
日
、
入
学
試
験
時
で
す
。


